
特集：交通事故低減に向けた安全情報の活用

「SA
FETY M

A
P

」
に
は
、
ホ
ン
ダ
独
自

の
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
「
イ
ン

タ
ー
ナ
ビ
」
の
走
行
情
報
か
ら
収
集
し
た
「
急

ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
」、（
公
財
）
交
通
事
故
総

合
分
析
セ
ン
タ
ー
に
個
別
集
計
を
依
頼
し
提
供

を
受
け
た
「
交
通
事
故
多
発
エ
リ
ア
」、
警
察

庁
か
ら
提
供
を
受
け
た
「
ゾ
ー
ン
30
」
情
報
、

地
域
の
住
民
の
方
々
が
危
険
と
感
じ
た
場
所
を

投
稿
し
た
「
み
ん
な
の
追
加
地
点
」
な
ど
が
１

つ
の
地
図
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。「Safety  

for Everyone

（
す
べ
て
の
人
の
安
全
を
め
ざ

し
て
）」
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
ク
ル
マ
や

バ
イ
ク
の
運
転
者
の
み
な
ら
ず
、
歩
行
者
・
自

転
車
利
用
者
な
ど
、
す
べ
て
の
交
通
参
加
者
の

立
場
か
ら
危
険
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
や
、
投

稿
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

安
全
情
報
を
提

供
す
る
と
と
も

に
、
地
域
で
生

活
し
て
い
る

方
々
が
感
じ
て

い
る
危
険
を
投

稿
と
い
う
形
で

吸
い
上
げ
、
そ

れ
ら
を
共
有
で

き
る
「
み
ん
な

で
つ
く
る
交
通
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Honda はすべての人の
交通安全を願い活動しています。

Since1971

SJホームページは ホンダ　SJ 検索

Honda は「事故ゼロ」のモビリティ社会の実現をめざすため、「ヒト（安全運転教育）」、「テクノロジー（安全技術）」、「コミュ
ニケーション（安全情報の提供）」の 3 つの領域で取組みを進めている。そして、「コミュニケーション」領域の取組みの
1つがSAFETY MAPである。これは、地域の交通安全に活用できることを目的に、平成 25年3月から公開しているソー
シャルマップで、パソコンやスマートフォンで自由に閲覧できる。そして、Honda は、SAFETY MAP の活用を拡げて
いくことにより交通事故の低減に寄与していきたいと考えている。今回は、各地域の活用事例を通じて SAFETY MAP
が交通事故防止のためにどのような役割を果たしているかを紹介する。

SAFETY MAP活用による
交通事故未然防止に向けた取組み

既に投稿されている内容
に共感する場合は「そう
思う」をクリックして意見
を反映させることができる

表示されている以外の意
見も自由に追加すること
ができる

危ない理由も追加するこ
とができる

●地点の詳細
「みんなの追加地点」

をクリックすると、
地点詳細の画面が

表示される

図１  急ブレーキ多発地点情報と交通事故情報からみる危険性

交通事故
情報

事故あり

事故なし

急ブレーキ情報によって顕在化させる
ことにより事故を未然に防ぐ

急ブレーキあり 急ブレーキなし

急ブレーキ多発地点情報

要注意 要注意

表示なし

顕在化

潜在化要注意

▶

▶

▼

危
険
が
潜
ん
で
い
る
場
所
を

顕
在
化
さ
せ
る
た
め
に

●事故多発エリア
2014年（秋田、富山、岐阜は2013年）
に発生した全交通事故情報をもとに、
半径 50m の範囲内で 4 件以上の
交通事故が発生したエリア。

●ゾーン 30
ゾーン内の最高速度を原則30km/h
に規制し、歩行者や自転車の安全
を優先したエリア。

●みんなの追加地点
みんなが危ないと感じて新規追加した
地点。クリックすると詳細情報を見ること
ができる。地図をクリックして誰でも自由
に追加できる（利用に当たっては個人
情報の取得はしていない）。

●急ブレーキ多発地点
急ブレーキの多発している地点を3 段階で表示。
クリックすると詳細情報を見る
ことができる。
Honda インターナビ搭載車から通信で送られて
くる走行データを用いて、急な速度低下（マイナス
0.25G ＝ 3 秒間で 25km/h 以上）が観測された
ものを急ブレーキとしている。

ホンダ　セーフティマップ 検索

SAFETY MAP は、以下の URL からパソ
コンやスマートフォンで閲覧できる。
http://safetymap.jp/
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● SAFETY MAPに表示される情報



テ
ッ
プ
は
、
交
通
安
全
上
の
課
題
箇
所
の
抽
出

で
す
。
交
通
量
が
多
い
幹
線
道
路
で
は
、
一
般

的
に
交
通
事
故
デ
ー
タ
の
分
析
や
、
近
年
で
は

急
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
車
両
挙
動
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
分
析
が
有
効
で
す
。
し
か
し
、
交
通
量
が

少
な
い
生
活
道
路
で
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
サ

ン
プ
ル
数
が
現
時
点
で
は
十
分
に
得
ら
れ
ず
、

課
題
箇
所
の
抽
出
が
難
し
い
。
生
活
道
路
の
課

題
箇
所
の
抽
出
手
法
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
よ
る
住
民
の
方
々
の

意
見
調
査
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
労
力
が

大
き
く
、
ま
た
近
年
の
傾
向
と
し
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
も
参
加
者
が
十
分
に
集

ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

『SA
FETY M

A
P

』
を
住
民
の
方
々
の
意
見

調
査
に
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」と
、

安
全
マ
ッ
プ
」
な
の
だ
。

ま
た
、「
事
故
多
発
エ
リ
ア
」
と
合
わ
せ
て
、

「
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
」
の
情
報
や
「
み
ん

な
の
追
加
地
点
」
の
投
稿
な
ど
を
使
い
分
析
す

る
こ
と
で
、
潜
在
的
に
事
故
が
起
こ
り
う
る
危

険
性
の
あ
る
場
所
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
（
図
１
）。
こ
う
し
た
情
報
を
も

と
に
有
効
な
対
策
を
立
案
し
、
実
施
す
る
こ
と

が
交
通
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全

な
街
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
ホ
ン
ダ
は
考
え
、

「SA
FETY M

A
P

」
に
蓄
積
さ
れ
た
情
報
を

地
域
の
交
通
安
全
対
策
に
役
立
て
て
も
ら
う

た
め
に
、
自
治
体
や
警
察
な
ど
に
活
用
を
は
た

ら
き
か
け
て
い
る
。

昨
年
8
月
か
ら
ホ
ン
ダ
と
連
携
し
、
交
通
安

全
対
策
に
「SA

FETY M
A

P

」
を
活
用
し
始

め
た
の
が
福
井
県
で
あ
る
。
同
県
安
全
環
境
部

県
民
安
全
課
交
通
安
全
・
県
民
安
全
グ
ル
ー
プ

主
任
（
役
職
は
当
時
）
の
矢
納
浩
喜
さ
ん
は
取

組
み
を
開
始
し
た
背
景
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
県
内
の
交
通
事
故
防
止
対
策
に
ク
ル
マ

の
走
行
情
報
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し

よ
う
と
考
え
、
注
目
し
た
の
が
ホ
ン
ダ
の

『SA
FETY M

A
P

』
で
す
。
こ
れ
ま
で
事

故
が
発
生
し
た
箇
所
に
対
し
て
再
発
防
止
策

を
立
て
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。『SA

FETY 
M

A
P

』
か
ら
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
の
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
交
通
事
故
防
止

対
策
に
活
か
せ
ま
す
。
事
故
が
起
き
て
い
な
い

箇
所
で
も
急
ブ
レ
ー
キ
が
多
発
し
て
い
れ
ば
、

そ
こ
は
危
険
が
潜
ん
で
い
る
箇
所
と
い
え
る
か

ら
で
す
」。

取
組
み
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
福
井
県
と

福
井
県
教
育
庁
、
福
井
県
警
察
本
部
、
お
よ
び

県
内
の
全
市
町
の
交
通
安
全
、
土
木
、
教
育
の

各
担
当
課
に
よ
る
福
井
県
交
通
安
全
推
進
連
絡

協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
を
立
ち
上
げ
、
昨

年
8
月
に
1
回
目
の
会
議
を
開
催
。
ま
ず
、
ホ

ン
ダ
の
ス
タ
ッ
フ
を
招
き
、
各
市
町
の
担
当
者

に
対
し
て
「SA

FETY M
A

P

」
の
特
長
に
つ

い
て
説
明
し
て
も
ら
い
、
そ
の
情
報
を
活
か
し

た
施
策
を
ス
テ
ッ
プ
1
～
3
（
左
記
参
照
）
に

基
づ
い
て
検
討
・
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

協
議
会
は
、
平
成
27
年
度
中
に
各
市
町
の
小

学
校
区
で
1
ヵ
所
以
上
の
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
。
年
度
途
中
か
ら
始
め
た
の

で
、
予
算
が
伴
う
ハ
ー
ド
面
の
対
策
が
難
し
い

市
町
も
あ
っ
た
と
矢
納
さ
ん
は
い
う
。「
そ
う

し
た
と
こ
ろ
は
、
ハ
ー
ド
面
は
次
年
度
に
ま
わ

し
て
構
わ
な
い
の
で
、
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
を

実
施
す
る
よ
う
に
要
請
し
ま
し
た
。
協
議
会
を

立
ち
上
げ
た
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
何

ら
か
の
成
果
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
れ
が
次
年
度
へ
の
は
ず
み
に
な
る
と
考

え
ま
し
た
」。

結
果
と
し
て
、
平
成
27
年
度
は
ほ
と
ん
ど
の

市
町
が
対
策
を
実
施
。
坂
井
市
で
は
、
急
ブ

レ
ー
キ
多
発
地
点
と
な
っ
て
い
た
同
市
内
の
石

塚
交
差
点
の
道
路
環
境
の
改
良
を
昨
年
9
月
に

実
施
。
交
差
点
内
に
1
灯
式
の
信
号
機
が
設
置

さ
れ
て
い
た
が
、
運
転
者
の
見
落
と
し
に
よ
る

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
た
た
め
、
一
時
停
止

標
識
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
運
転
者
に
わ

か
り
や
す
い
路
面
表
示
を
追
加
し
た
。
坂
井
市

安
全
対
策
課
に
よ
れ
ば
、
改
善
後
は
事
故
の
発

生
は
な
く
（
平
成
28
年
3
月
25
日
時
点
）、
対

策
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
若

狭
町
で
は
、
同
町
立
三
方
小
学
校
の
通
学
路
に

複
雑
な
交
差
点
が
あ
り
、
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地

点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
交
差
点

を
使
っ
て
児
童
向
け
の
交
通
安
全
教
室
を
開
い

た
。「『SA

FETY M
A

P

』
を
見
て
い
く
と
、
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
に
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
の
表
示

が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
過
去
に
事
故
が
起

き
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
は
危
険
性
が
な
い

と
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
未
然
防
止
の
観

点
で
み
る
と
、
そ
こ
に
は
危
険
性
が
あ
る
と
い

え
ま
す
。
そ
う
し
た
場
所
で
の
発
生
要
因
を
特

定
し
、
対
策
す
る
こ
と
が
事
故
の
低
減
に
つ
な

が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地

点
の
情
報
は
、
交
通
事
故
の
未
然
防
止
の
観
点

で
対
策
を
進
め
る
上
で
役
立
ち
ま
す
」
と
、
矢

納
さ
ん
は
「SA

FETY M
A

P

」
の
利
点
を
挙

げ
る
。
平
成
27
年
度
の
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面

の
実
施
箇
所
は
合
計
で
52
ヵ
所
。
こ
の
う
ち

ハ
ー
ド
面
の
対
策
は
15
ヵ
所
だ
が
、
平
成
28
年

度
は
ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
箇
所
が
増
え
る
見
通

し
で
あ
る
。

「SA
FETY M

A
P

」
を
各
地
域
や
団
体
が

独
自
で
活
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
国
土

交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
（
以
下
、

国
総
研
）
と
茨
城
県
つ
く
ば
市
は
平
成
25
年
度

に
「SA

FETY M
A

P

」
を
活
用
し
、
小
学
校

の
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

「SA
FETY M

A
P

」
の
活
用
を
提
案
し
た
の

は
当
時
、国
総
研
道
路
研
究
官
だ
っ
た
（
一
財
）

道
路
新
産
業
開
発
機
構
I 

T 

S
・
新
道
路
創
生

本
部
長
の
稲
野
茂
さ
ん
で
あ
る
。

「
交
通
安
全
対
策
を
進
め
る
際
の
第
1
の
ス
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昨年 8 月に立ち上げられた福井県交通安全推進連絡協議会

SAFETY MAP活用による交通事故未然防止に向けた取組み

SAFETY MAP上には、交通安全対策がなされた実例
などを「SAFETY ACTION」として公開しており、急
ブレーキ多発地点や、比較的スピードの出やすい道路
などに対して、路面表示の追加を実施するなど、施行前・
後の写真とともに紹介。福井県坂井市の石塚交差点
の実例も掲載されている

福井県でのSAFETY MAP を活用した取組み
ステップ 1　SAFETY MAP で急ブレーキ多発地点を確認

急ブレーキ多発地点が通学路上や、公園・児童館等、
子どもが多く集まる施設の近辺かどうかを確認

ステップ 2　急ブレーキ多発地点を現地調査
急ブレーキ多発地点を実際に確認し、発生原因を特定

ステップ 3　ハードおよびソフト、両面での安全対策を実施
               （小学校区ごとに実施）

〈ハード面〉　
①道路構造の改良
    ・事故多発交差点の形状改良や歩道の整備
②道路環境の改良
    ・急カーブや道路の合流等を運転者に認識させる路面表示等の新設
    ・視野を妨げる街路樹の枝葉や植栽の剪定
    ・案内標識や規制標識等の整理統合
③安全施設の設置
    ・ガードレールやカーブミラー等の整備
    ・信号や横断歩道の整備
    ・道路照明の整備
④自転車安心通行帯の整備

〈ソフト面〉　
①見守り活動の充実
    ・登下校時の見守り実施場所の変更
    ・安全・安心マップに急ブレーキ多発地点を表示
    ・「子ども重点見守りデー」等を活用した、子どもへの指導
②街頭啓発の強化
    ・急ブレーキ多発地点付近における活動の強化

ステップ

1

ステップ

2

ステップ

3

改善された福井県坂井市の石塚交差点

特集

交通事
故低減

に向け
た

安全情
報の活

用

▼

▼

改善前
改善後

改善後
改善前

急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
を

調
査
し
、必
要
な
対
策
を
実
施

  

福
井
県
の
活
用
と
取
組
み

  

国
総
研
と
茨
城
県
つ
く
ば
市
の

  

活
用
と
取
組
み

北進方向

西進方向

▼

▼



稲
野
さ
ん
は
振
り
返
る
。

対
象
と
し
た
の
は
、
つ
く
ば
市
立
要
小
学
校

の
通
学
路
。
多
く
の
区
間
で
歩
道
が
設
置
さ
れ

て
お
ら
ず
、道
路
の
幅
員
は
4
～
6 

m
で
あ
る
。

近
隣
に
は
大
規
模
な
病
院
が
あ
り
、
通
学
路
を

往
来
す
る
ク
ル
マ
の
交
通
量
が
増
え
て
お
り
、

朝
の
通
学
時
間
帯
に
最
も
多
い
箇
所
で
は
2
時

間
で
２
０
０
台
以
上
の
ク
ル
マ
の
通
行
が
あ
る

と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
通
学
路
の
交

通
安
全
上
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
同
小
学

校
の
保
護
者
に
調
査
を
依
頼
し
た
。
学
校
を
通

じ
て
、『SA

FETY M
A

P

』
に
通
学
路
の
課

題
箇
所
に
関
す
る
情
報
の
投
稿
を
お
願
い
す
る

書
面
を
保
護
者
に
配
布
。
約
1
ヵ
月
の
調
査
期

間
内
に
、
29
ヵ
所
に
１
９
５
件
の
投
稿
を
得
た

の
で
あ
る
。

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
こ
れ
だ
け
の
意
見
を
短
期
間
に
集
め
る
こ

と
は
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
意
見
調
査
は
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
対
策
立
案
に
活
か
せ
る
情

報
が
得
ら
れ
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
取
り
越
し
苦
労
に
終
わ
り
ま
し
た
」。

国
総
研
は
つ
く
ば
市
と
調
整
し
、
対
策
実
施

箇
所
を
11
ヵ
所
に
絞
り
込
み
、
投
稿
さ
れ
た

情
報
を
も
と
に
現
地
調
査
に
よ
る
状
況
確
認
を

行
っ
た
。
状
況
確
認
の
後
、
国
総
研
が
対
策
の

原
案
を
作
成
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
つ
く
ば
市
が

市
の
内
部
お
よ
び
茨
城
県
や
警
察
と
の
調
整
を

行
い
、
対
策
案
と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
と
並

行
し
て
、「
見
通
し
が
悪
い
」
と
い
う
投
稿
が

あ
っ
た
箇
所
で
植
栽
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
す
ぐ
に
剪
定
・
伐
採
し
、
支
障
物
を
除
去

す
る
と
い
う
対
応
を
と
っ
た
。

対
策
案
を
保
護
者
に
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
異

論
は
な
く
、
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
た

そ
う
だ
。
こ
れ
を
受
け
て
、
つ
く
ば
市
に
よ
る

対
策
（
右
記
参
照
）
が
実
施
さ
れ
た
。

稲
野
さ
ん
は
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん

だ
要
因
に
つ
い
て
、
課
題
箇
所
に
関
す
る
住
民

意
見
を
調
査
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
こ
と
で
住

民
の
考
え
に
対
応
し
た
的
確
な
対
策
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
挙
げ
る
。「
行
政
が
用
意

し
た
も
の
に
対
し
て
意
見
を
聞
く
の
で
は
な

く
、
白
紙
の
状
態
か
ら
住
民
の
意
見
を
拾
い
上

げ
た
こ
と
が
好
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
危
険
と
思
う
場
所
を
地
図
上
に
指
定

し
て
追
加
で
き
る
『SA

FETY M
A

P

』
独
自

の
機
能
が
役
立
ち
ま
し
た
。
結
果
的
に
、
わ
ず

か
な
労
力
で
、
し
か
も
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
、

対
策
立
案
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
」。

「SA
FETY M

A
P

」
の
活
用
は
、
行
政
側

だ
け
で
な
く
、
保
護
者
か
ら
も
「
わ
ざ
わ
ざ
小

学
校
に
集
ま
ら
ず
、
自
宅
で
空
い
て
い
る
時
間

に
、
他
の
人
の
意
見
を
参
考
に
入
力
で
き
て
便

利
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
好
意
的

に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。「
今
回
は
、
調
査

の
依
頼
先
を
小
学
生
の
保
護
者
に
し
た
こ
と
が

功
を
奏
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
世
代
は
パ
ソ
コ

ン
の
所
有
率
が
高
く
、
そ
れ
を
利
用
す
る
ス
キ

ル
も
お
持
ち
だ
と
推
測
で
き
ま
す
」。

国
総
研
で
は
保
護
者
へ
の
意
見
調
査
を

実
施
後
、
要
小
学
校
の
6
年
生
を
対
象
に

「SA
FETY M

A
P

」
を
使
っ
た
授
業
を
行
い
、

子
ど
も
の
目
線
か
ら
も
通
学
路
な
ど
の
危
険
箇

所
を
投
稿
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。「
小
学
6
年

生
で
あ
れ
ば
、
十
分
に
使
い
こ
な
す
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
」
と
稲
野
さ
ん
は
手
ご
た
え
を
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感
じ
て
い
る
。

今
後
、「SA

FETY M
A

P

」
は
行
政
が
生

活
道
路
に
お
け
る
安
全
対
策
を
立
案
す
る
時
の

有
力
な
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
稲
野
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。「
特
に
生
活
道

路
で
は
、
交
通
事
故
や
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点

の
客
観
情
報
に
加
え
て
、
住
民
の
方
々
の
意
見

SAFETY MAP活用による交通事故未然防止に向けた取組み

Honda は、大阪府
警察本部と交通事故
防止対策の推進に関
する協定を締結し、
SAFETY MAP など
を活用した道路利用
者の安全確保に向け
て相互に協力してい

くこととなった。3 月 10 日に大阪府警察本部にて、大阪府警
察本部の小澤孝文交通部長、Honda 安全運転普及本部の吉田
宏樹事務局長が出席のもと、「交通事故防止対策の推進に関
する協定書」（以下、協定書）の調印式が行われた。

大阪府警察本部は「事故が発
生していなくても、急ブレーキ
が多発していれば、事故が起き
る潜在的危険箇所といえます。
今後、事故の『予防』という観
点での対策に力を入れていきた
いと考え、Honda が保有する安全情報を活用していくことに
しました。例えば、小学校の周辺に急ブレーキ多発地点がみ
られる場合は、その要因を道路管理者と点検し、対策を検討
していきたい」と SAFETY MAP の活用について期待を寄
せる。

協定書に基づく相互協力事項
① Honda は、大阪府警察本部に対し、Honda が保有する自動車走行に係るデー

タを提供。大阪府警察本部は、当該データを活用した交通事故防止対策を講
じる。具体的には、SAFETY MAP に表示される急ブレーキ多発地点データを、
大阪府警察本部の交通事故分析用地図データ内に反映し、より多面的な事故
分析に活用するなど、交通事故防止対策に繋げていく。

②大阪府警察本部は、Honda の交通安全普及活動と連携し、交通安全教育や
広報・啓発を効果的に推進。具体的には、「Honda 自転車シミュレーター」を
活用した小・中・高校生などに対する自転車の安全運転教育をはじめ、幼児・
児童用交通安全教育プログラム「あやとりぃ」などを活用した交通安全教育や、
高齢の歩行者に対する交通安全教育を推進していく。

③大阪府警察本部は、Honda に対し、Honda が行う交通安全普及活動に必要
な交通事故情報などを提供する。

■つくば市の対策立案の考え方
①道路が狭い
　→路肩のカラー化
②スピードを出しているクルマが多い
　→ハンプ※ 1、スムース横断歩道※ 2、狭さく※ 3

③見通しが悪い
　→植栽剪定等支障物除去、カーブミラー
④その他全般
　→路面表示や看板による注意喚起

※ 1 横断歩道部を小丘の
ようにかさ上げし、歩道と
の段差を無くし、歩きやす
くするとともにクルマの減
速を促す

※ 2 車道に設置した凸型
路面

※ 3クルマの通行部分の幅
を物理的に狭くする、あ
るいは視覚的にそのよう
に見せることにより運転
者に対し減速を促す道路
構造

要小学校は国道 408
号と県道 200 号に囲
まれたエリアにあり、
通学路にあたる市道が
抜け道になっている。
対策実施と同時期に、
同校周辺がゾーン 30
に指定された。通学路
には、保護者や児童に
よる投稿（「みんなの
追加地点」のマーク）
が示されている

大阪府警察本部と交通事故防止対策の
推進に関する協定を締結
〜 SAFETY MAP を活用した交通事故分析など相互に協力〜

N E W S

特集

交通事
故低減

に向け
た

安全情
報の活

用

わ
ず
か
な
労
力
で

コ
ス
ト
を
か
け
ず
に

住
民
の
意
見
を
収
集
で
き
た

要小学校

スムース横断歩道

ゾーン 30 表示と様々な注意喚起

ハンプ＋狭さく＋路肩カラー化

要小学校の 6 年生を対象にした SAFETY MAPを使った授業



じて、お客様にシートベルト着用の重要性を説明し
ている。こうしたお声かけを通じ、お客様の安全
運転へのきっかけをつくることが目的である。こ
れに加え、地域の通学路等での交通安全旗振り
誘導など交通安全街頭活動、ショールームのキッ
ズコーナーや幼稚園・保育園などでの交通安全教
室を実施している四輪販売会社もある。

また、二輪販売店ではお客様にツーリングパン
フレットの配布を行っている。

家庭・地域・学校などで、交通安全について子
どもと一緒に考えるきっかけとするための「シート
ベルト着用啓発冊子」、「交通安全ぬりえ」などが
Honda のホームページからダウンロードができる。
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SAFETY MAP活用による交通事故未然防止に向けた取組み特集

交通事
故低減

に向け
た

安全情
報の活

用

と
い
う
主
観
情
報
を
合
わ
せ
て
俯
瞰
的
に
み

る
こ
と
で
、
よ
り
的
確
な
交
通
安
全
対
策
が

立
案
で
き
る
と
思
い
ま
す
」。

つ
く
ば
市
の
事
例
を
も
と
に
「SA

FETY 
M

A
P

」
を
通
学
路
の
安
全
対
策
に
活
用
し

た
の
が
、
沖
縄
県
北き

た

中な
か

城ぐ
す
く

村そ
ん

だ
。
同
村
役
場

企
画
振
興
課
長
の
石
渡
一
義
さ
ん
は
昨
年
11

月
に
同
村
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
村
内
の

学
校
（
小
学
校
2
校
、
中
学
校
1
校
、
幼
稚

園
1
園
）
に
通
う
子
ど
も
約
1 

8 

0 

0
人
の

保
護
者
に
、
通
学
路
の
中
で
危
な
い
と
感
じ

て
い
る
場
所
や
安
全
対
策
を
要
望
す
る
箇
所

に
つ
い
て
「SA

FETY M
A

P

」
へ
の
投
稿

を
依
頼
。「
投
稿
は
強
制
で
は
な
く
、
任
意

で
お
願
い
し
た
の
で
、
当
初
は
30
件
く
ら
い

投
稿
が
あ
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
11
月
中
旬
か
ら
約
1
ヵ
月
半
の

募
集
期
間
で
予
想
を
大
き
く
上
回
り
、
2 

１

 

８
ヵ
所
に
6 

７ 

８
件
（
平
成
27
年
12
月
末
時

点
）
も
の
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
」
と

石
渡
さ
ん
は
話
す
。

「『SA
FETY M

A
P

』
に
は
意
見
を
書
き

込
め
る
仕
組
み
が
あ
る
の
で
、
住
民
の
方
々

が
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
か
、
わ
か
り

や
す
く
、
対
策
を
立
て
る
上
で
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
住
民
の
方
々
が
真
摯
に
回
答
し

て
い
た
だ
い
た
の
で
、
私
た
ち
も
早
く
そ
れ

に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
、
石
渡
さ
ん
ら
は

「SA
FETY M

A
P

」
へ
の
投
稿
と
小
学
校

の
児
童
た
ち
に
よ
る
地
域
安
全
マ
ッ
プ
の
両

方
を
も
と
に
2
つ
の
小
学
校
の
通
学
路
周
辺

を
精
査
し
、
急
ぐ
対
策
箇
所
を
7
ヵ
所
に
絞

り
込
ん
だ
。
そ
の
後
、現
地
を
確
認
し
た
上
、

対
策
案
を
ま
と
め
、
警
察
と
協
議
し
道
路
改

善
を
実
施
す
る
予
定
だ
。
実
施
後
に
は
村
の

広
報
誌
に
改
善
前
と
改
善
後
の
状
況
を
掲
載

し
、住
民
の
方
々
か
ら
の
反
応
を
み
な
が
ら
、

今
後
の
対
策
を
進
め
て
い
く
そ
う
だ
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
地
域
で
「SA

FETY 
M

A
P

」
の
活
用
が
拡
が
り
、「
急
ブ
レ
ー
キ

多
発
地
点
」
や
「
み
ん
な
の
追
加
地
点
」
と

い
っ
た
情
報
を
参
考
に
し
た
道
路
環
境
の
改

善
が
進
ん
で
い
る
。
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

第
10
次
交
通
安
全
基
本
計
画
の
中
で
も
新
た

な
視
点
と
し
て
、「
交
通
実
態
等
を
踏
ま
え

た
き
め
細
か
な
対
策
の
推
進
」
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、「SA

FETY M
A

P

」
の
よ
う
な

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
対
策
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
（
6
面
参
照
）。

「SA
FETY M

A
P

」
の
活

用 

は
交
通
事
故
の
な
い
社
会

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
有
効

な
手
法
の
1
つ
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ホ
ン
ダ
は
安
全
情
報
の
活
用

を
普
及
し
、
具
体
的
な
事
故

削
減
に
つ
な
げ
る
取
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
く
考
え
だ
。

TOPICS

〒 107-8556 東京都港区南青山 2-1-1
本田技研工業（株）安全運転普及本部　交通安全ぬりえキャンペーン事務局行
※送付いただいたぬりえは、ASIMO えんぴつと一緒に返送します。 
※お申込みいただきましたお客様の個人情報は、発送業務以外の利用は致しません。

Hondaでは 4 月 2 日～ 5 月 31日の期間、「2016
年 Honda 春のセーフティキャンペーン」を実施し
ている。

期間中は、Honda 及び Honda 関連企業の従
業員、販売会社のスタッフが一丸となって、「無事
故・無違反の継続活動の実施」を宣言し、自ら率
先して交通安全を実践。また、販売会社を含む
Honda 及び Honda 関連企業の事業所には、交通
安全啓発のぼり」を掲示し、従業員・お客様・地
域の方に広く交通安全を訴求する。

Honda の四輪販売会社では全席シートベルトの
着用の啓発を中心に安全運転の推進に力を入れて
いる。「シートベルト着
用啓発冊子」の配布、
ショールーム内でシート
ベルトの正しい着用を
啓発するため映像の放
映、試乗車などへ啓発
ステッカーの掲示を通

● Honda 春のセーフティキャンペーン実施中

声かけでワンポイントアドバイス
～全席シートベルト着用を啓発～

期間中、四輪販売会社のス
タッフは無事故・無違反バッ
ジを着用

試乗車などに掲示されている啓発ステッカーや POP

ダウンロードした「交通安全ぬり
え」に色をぬって、家族で決め
た交通安全の約束を書いたら、
下記宛にお送りください。応募
者全員に ASIMOえんぴつをプ
レゼント！ 

【応募締切】
2016年6月10日（金）

●交通安全ぬりえ ダウンロード
ホンダ　2016　セーフティキャンペーン　 検索

四輪販売会社で配布している
「シートベルト着用啓発冊子」
以下のホームページからダウンロードすることも可能。
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/topics/
safety_campaign/

対象エリアの 1つである北中城
小学校周辺の投稿状況（代表的
な投稿内容を村役場が地図上に
落とし込んだもの）
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